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ハイランド保育園と森崎保育園を統合した
南こども園が令和８年４月に開園しました

３
月
定
例
議
会

２
月
13
日
か
ら
３
月
25
日
ま
で
の
41
日
間

に
わ
た
り
、
３
月
定
例
議
会
を
開
催
し
ま
し

た
。２

月
13
日
の
本
会
議
で
は
、
市
長
に
よ
る

施
政
方
針
演
説
及
び
提
出
議
案
の
説
明
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
施
政
方
針
で
は「
横
須
賀
復

活
」と「
誰
も
一
人
に
さ
せ
な
い
ま
ち
」を
掲

げ
、
子
育
て
支
援
や
教
育
Ｄ
Ｘ
、
浦
賀
再
開

発
な
ど
の
重
点
施
策
を
通
じ
、
福
祉
と
経
済

の
好
循
環
に
よ
る
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
す
る
方
針
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
提
出
議
案
の
う
ち
、
令
和
７
年
度

分
は
２
月
16
日
か
ら
の
前
半
の
常
任
委
員
会

（
分
科
会
）に
、
令
和
８
年
度
分
は
３
月
４
日

か
ら
の
後
半
の
常
任
委
員
会（
分
科
会
）に
そ

れ
ぞ
れ
付
託
さ
れ
、
詳
細
な
審
査
を
行
い
ま

し
た
。

２
月
24
日
か
ら
27
日
の
本
会
議
で
は
、
各

会
派
に
よ
る
代
表
質
問
や
無
会
派
議
員
に
よ

る
個
人
質
問
が
行
わ
れ
、
新
年
度
予
算
を
め

ぐ
り
市
長
や
教
育
長
ら
と
熱
い
議
論
を
交
わ

し
ま
し
た
。

�

（
質
問
項
目
を
３
面
に
掲
載
）

３
月
23
日
の
予
算
決
算
常
任
委
員
会
で
は
、

各
分
科
会
委
員
長
か
ら
の
報
告
に
続
き
、
総

括
質
疑
を
行
い
、
２
件
の
予
算
組
み
替
え
動

議
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
質
疑
や
討
論
の
結

果
、
い
ず
れ
の
動
議
も
賛
成
少
数
で
否
決
さ

れ
ま
し
た
。

最
終
日
の
３
月
25
日
に
は
、
令
和
８
年
度

予
算
を
含
む
各
議
案
の
討
論
・
採
決
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
賛
否
が
分
か
れ
た
議
案
も
あ
り

ま
し
た
が
、
最
終
的
に
全
て
可
決
し
ま
し
た
。

�

（
審
議
結
果
を
４
面
に
掲
載
）

最
後
に「
イ
ラ
ン
を
め
ぐ
る
軍
事
行
動
の

即
時
停
止
と
外
交
に
よ
る
平
和
的
解
決
を
求

め
る
決
議
案
」が
提
出
さ
れ
、
全
会
一
致
で

可
決
し
ま
し
た
。

新
年
度
予
算
で
は
、
デ
ジ
タ
ル
化

を
支
援
す
る
こ
と
に
よ
り
、
町
内

会
・
自
治
会
の
負
担
軽
減
と
会
員
の

加
入
促
進
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的

に
し
た「
町
内
会
・
自
治
会
デ
ジ
タ

ル
化
推
進
補
助
金
」が
新
規
で
盛
り

込
ま
れ
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
デ
ジ

タ
ル
化
に
必
要
な
機
器
の
購
入
や
環

境
整
備
に
要
す
る
経
費
に
つ
い
て
、

１
団
体
当
た
り
最
大
10
万
円
を
助
成

す
る
も
の
で
す
。

ま
た
関
連
し
て
、
町
内
会
・
自
治

会
加
入
の
メ
リ
ッ
ト
や
活
動
内
容
等

を
紹
介
す
る
横
須
賀
市
連
合
町
内
会

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
開
設
に
加
え
、

市
か
ら
の
送
付
物
を
電
子
デ
ー
タ
で

受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
連
絡
シ
ス

テ
ム
の
構
築
を
支
援
す
る
予
算
も
計

上
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
事
業
に

つ
い
て
委
員
会
で
詳
細
な
質
疑
を
交

わ
し
ま
し
た
。

主
な
質
疑

問　
1
団
体
最
大
10
万
円
と
あ
る
が
、

回
数
や
期
間
に
制
限
な
く
申
請
が
で

き
る
の
か
。

答　
１
年
に
１
回
、
最
大
3
回
ま
で

補
助
を
予
定
し
て
い
る
。

組
み
替
え
動
議
の
提
出
あ
る
も
、新
年
度
予
算
を
可
決
町
内
会
・
自
治
会
の 

デ
ジ
タ
ル
化
推
進
に
つ
い
て
審
査

で
あ
れ
ば
、
対
象
と
し
た
い
。
機
器

以
外
で
も
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境

の
整
備
や
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
定
期

利
用
な
ど
を
証
明
す
る
も
の
が
あ
れ

ば
支
援
し
て
い
き
た
い
。

問　
ど
う
い
っ
た
も
の
が
対
象
に
な

る
の
か
、
町
内
会
長
・
自
治
会
長
に

分
か
り
や
す
い
よ
う
例
示
を
す
る
と

よ
い
と
思
う
が
い
か
が
か
。

答　
丁
寧
に
説
明
で
き
る
よ
う
な
資

料
等
を
作
り
、
４
月
以
降
、
補
助
を

申
請
し
た
い
町
内
会
に
説
明
し
て
い

き
た
い
。

問　
機
器
等
の
導
入
後
、
活
用
状
況

を
ど
の
よ
う
に
把
握
し
、
必
要
な
支

援
に
つ
な
げ
て
い
く
の
か
。

答　
連
合
町
内
会
に
ご
意
見
を
伺
っ

た
り
、
各
町
内
会
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
実
施
し
た
り
し
て
状
況
を
把
握

し
て
い
き
た
い
。

問　
若
い
世
代
の
加
入
促
進
も
目
的

に
し
て
い
る
が
、
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ

っ
て
ど
の
よ
う
な
変
化
を
期
待
し
て

い
る
の
か
。

答　
町
内
会
の
情
報
や
加
入
す
る
メ

リ
ッ
ト
を
発
信
す
る
こ
と
で
、
加
入

促
進
の
一
助
に
な
れ
ば
い
い
と
考
え

て
い
る
。

問　
デ
ジ
タ
ル
化
を
推
進
す
る
と
各

行
政
セ
ン
タ
ー
と
担
当
課
の
相
談
対

応
の
件
数
が
増
え
る
と
思
う
が
、
人

員
体
制
の
準
備
は
。

答　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
支
援
課
が

窓
口
に
な
り
、
相
談
担
当
と
し
て
派

遣
職
員
を
配
属
す
る
。

議
会
の
あ
ら
ま
し

問　
助
成
対

象
と
な
る
経

費
の
範
囲
に

つ
い
て
は
、

パ
ソ
コ
ン
の

購
入
以
外
に
、

ど
こ
ま
で
を

環
境
整
備
と

し
て
認
め
る

の
か
。

答　
町
内
会

の
デ
ジ
タ
ル

化
と
し
て
負

担
軽
減
に
つ

な
が
る
も
の
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生
成
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
デ
ジ
タ
ル
福
祉

相
談
業
務
委
託
につい
て
審
査

包
括
的
民
間
管
理
委
託
に
よ
る 

イ
ン
フ
ラ
の
維
持
管
理
に
つ
い
て
審
査

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
臨
時
離
着
陸
場
の 

環
境
整
備
に
つ
い
て
審
査

サ
ポ
ー
ト
ル
ー
ム
等
の
開
設
に
つ
い
て
審
査

２
０
４
０
年
代
に
高
齢
者

人
口
が
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
一

方
、
道
路
や
公
園
等
の
維
持

管
理
を
担
う
建
設
技
術
者
の

急
減
が
見
込
ま
れ
て
お
り
、

従
来
の
事
後
保
全
型
の
維
持

管
理
で
は
、
将
来
的
に
適
切

な
管
理
水
準
の
確
保
が
困
難

と
な
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
予
防
保
全
型
の

維
持
管
理
へ
転
換
す
る
と
と

も
に
、
民
間
事
業
者
と
の
連

携
に
よ
り
道
路
と
公
園
を
一

体
的
に
包
括
委
託
す
る
こ
と

で
、
効
率
的
か
つ
持
続
可
能

な
維
持
管
理
体
制
へ
の
移
行

を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

本
市
で
も
、
将
来
的
な
労

働
力
不
足
や
公
共
施
設
の
老

朽
化
を
見
据
え
、
道
路
や
公

園
の
維
持
管
理
を
効
率
化
す

る
た
め
の
新
た
な
手
法
を
検

本
市
で
は
、
生
成
Ａ
Ｉ
技

術
を
活
用
し
た
新
た
な
相
談

体
制
の
構
築
を
進
め
て
い
ま

す
。
具
体
的
に
は
、
市
民
が

24
時
間
３
６
５
日
、
時
間
や

言
語
の
違
い
を
気
に
す
る
こ

と
な
く
気
軽
に
相
談
で
き
る

入
口
と
し
て
、
生
成
Ａ
Ｉ
に

よ
る
傾
聴
相
談
体
制
を
整
備

す
る
も
の
で
す
。
こ
の
仕
組

み
に
よ
り
、
市
民
か
ら
寄
せ

ら
れ
る
困
り
事
や
悩
み
に
つ

い
て
、
ま
ず
Ａ
Ｉ
が
傾
聴
を

行
い
な
が
ら
内
容
の
整
理
を

支
援
し
、
必
要
な
支
援
の
方

向
性
を
把
握
し
た
上
で
、
必

要
に
応
じ
て
職
員
に
よ
る
有

人
支
援
へ
と
つ
な
げ
て
い
く

こ
と
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

Ａ
Ｉ
に
よ
る
傾
聴
機
能
を
相

談
体
制
に
取
り
入
れ
る
こ
と

で
、
市
民
が
孤
立
す
る
こ
と

な
く
支
援
に
つ
な
が
る
環
境

を
整
備
し
、「
誰
も
一
人
に

さ
せ
な
い
」相
談
体
制
の
充

実
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。
委
員
会
で
は
業

務
委
託
の
内
容
を
含
め
幅
広

く
事
業
全
体
の
審
査
を
行
い

ま
し
た
。

主
な
質
疑

問　
他
都
市
に
お
け
る
実
用

実
績
は
。

答　

株
式
会
社
Ｚ
Ｉ
Ａ
Ｉ

（
ジ
ア
イ
）と
実
証
実
験
を
行

っ
て
お
り
、
既
に
柏
市
で
実

装
し
て
い
る
事
例
が
あ
る
。

問　
生
成
Ａ
Ｉ
は
一
定
程
度

寄
り
添
う
回
答
も
可
能
と
思

う
が
、
最
終
的
に
は
人
に
よ

る
対
応
が
重
要
で
あ
る
と
考

え
る
が
ど
う
か
。

答　
人
に
よ
る
支
援
の
重
要

性
を
踏
ま
え
つ
つ
、
生
成
Ａ

Ｉ
と
併
用
す
る
形
で
よ
り
よ

い
支
援
の
在
り
方
を
検
討
し

て
い
く
。

問　
実
証
実
験
に
お
け
る
１

人
当
た
り
の
平
均
相
談
時
間

は
。

答　
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
閲
覧

時
間
に
よ
る
計
測
と
な
る
が
、

平
均
約
１
７
１
分
で
あ
る
。

問　
実
証
実
験
を
踏
ま
え
た

課
題
は
。

答　
市
役
所
の
開
庁
時
間
外

の
相
談
ニ
ー
ズ
を
把
握
で
き

た
点
は
大
き
な
効
果
で
あ
る
。

一
方
で
、
一
定
の
や
り
取
り

を
し
な
い
と
有
人
支
援
に
つ

な
が
ら
な
い
仕
組
み
や
、
利

用
者
に
は
質
問
が
多
く
感
じ

ら
れ
る
点
な
ど
が
課
題
と
し

て
明
ら
か
に
な
っ
た
。

問　

本
格
導
入
に
あ
た
り
、

慎
重
な
制
度
設
計
が
必
要
で

は
な
い
か
。

答　
福
祉
部
門
と
も
十
分
に

連
携
し
、
本
来
あ
る
べ
き
姿

を
検
証
し
な
が
ら
、
他
都
市

の
事
例
も
踏
ま
え
、
適
切
な

運
用
を
検
討
し
て
い
く
。

「
サ
ポ
ー
ト
ル
ー
ム
」未
設
置

の
小
・
中
学
校
に
は
引
き
続

き
相
談
員
を
配
置
し
、
教
室

に
入
る
こ
と
が
難
し
い
児
童

生
徒
に
対
し
て
ニ
ー
ズ
に
応

じ
た
支
援
を
行
い
ま
す
。
委

員
会
で
は
、
そ
の
内
容
に
つ

い
て
質
疑
を
交
わ
し
ま
し
た
。

主
な
質
疑

問　

こ
れ
ま
で
の
い
じ
め
・

不
登
校
対
策
事
業
と
ど
う
違

う
の
か
。

答　
サ
ポ
ー
ト
ル
ー
ム
に
は

担
当
教
員
を
配
置
し
、
通
級

に
よ
る
指
導（
通
常
の
学
級

と
は
別
に
個
別
の
支
援
や
指

導
を
受
け
る
指
導
形
態
）と

校
内
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
の

一
体
化
に
よ
り
週
５
日
開
設

す
る
。

問　

サ
ポ
ー
ト
ル
ー
ム
は
、

各
学
校
に
1
部
屋
と
い
う
形

に
な
る
と
思
う
が
、
1
つ
の

部
屋
に
不
登
校
の
児
童
生
徒

と
他
の
児
童
生
徒
を
一
緒
に

し
て
教
育
を
受
け
さ
せ
る
と

い
う
考
え
方
で
よ
い
か
。

答　
部
屋
の
運
用
に
つ
い
て

は
、
学
校
と
支
援
教
育
課
で

連
携
を
取
り
、
１
部
屋
に
限

定
せ
ず
、
児
童
生
徒
一
人
一

人
の
状
況
を
踏
ま
え
た
丁
寧

な
対
応
を
進
め
て
い
く
。

大
規
模
災
害
時
に
土
砂
災

害
等
に
よ
り
、
陸
路
が
使
用

で
き
な
い
場
合
を
想
定
し
、

市
営
公
園
墓
地
の
敷
地
を
活

用
し
て
、
空
路
に
よ
る
物
資

輸
送
が
円
滑
に
行
え
る
よ
う

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
臨
時
離
着
陸

場
の
環
境
を
整
備
す
る
た
め

の
経
費
に
つ
い
て
、
令
和
８

年
度
予
算
で
提
案
さ
れ
、
委

員
会
に
お
い
て
審
査
を
行
い

ま
し
た
。

主
な
質
疑

問　
整
備
す
る
具
体
的
な
内

容
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

答　
夜
間
用
Ｌ
Ｅ
Ｄ
投
光
器

４
台
と
ク
ロ
ー
ラ
ー
付
き
か

ご
台
車
２
台
を
整
備
す
る
予

定
。
投
光
器
は
、
可
搬
式
で

三
脚
の
上
に
４
本
の
ア
ー
ム

ク
ロ
ー
ラ
ー
付
き
の
も
の
と

な
る
。

問　
離
着
陸
場
に
は
消
火
設

備
を
整
備
す
る
の
か
。

答　
臨
時
離
着
陸
場
で
あ
り
、

市
営
公
園
墓
地
の
芝
生
な
の

で
、
消
火
設
備
は
整
備
し
な

い
が
、
消
防
局
と
協
議
を
し

て
安
全
確
保
対
策
を
講
ず
る
。

こ
れ
ま
で
は
市
内
全
小
・

中
学
校
に
相
談
員
を
配
置
し
、

「
校
内
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
」

で
安
心
で
き
る
居
場
所
づ
く

り
を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、

市
内
の
不
登
校
児
童
生
徒
は

依
然
と
し
て
増
加
傾
向
に
あ

り
、
居
場
所
確
保
の
必
要
性

は
よ
り
高
ま
っ
て
い
る
状
況

で
す
。
そ
こ
で
、
通
常
の
学

級
で
の
支
援
が
必
要
な
児
童

生
徒
へ
の
個
別
対
応
と
、
学

校
に
は
登
校
で
き
る
も
の
の

教
室
に
入
る
こ
と
が
難
し
い

児
童
生
徒
の
校
内
の
居
場
所

と
し
て「
サ
ポ
ー
ト
ル
ー
ム
」

を
新
た
に
設
置
す
る
こ
と
や
、

討
し
て
い
ま
す
。

そ
の
一
環
と
し
て
、
令
和

8
年
度
よ
り
3
か
年
、
よ
こ

す
か
海
岸
通
り
周
辺
の
約
90

ヘ
ク
タ
ー
ル
を
対
象
に
、
道

路
と
公
園
の
修
繕
・
清
掃
・

樹
木
管
理
な
ど
を
民
間
事
業

者
に
一
括
し
て
委
託
す
る

「
包
括
的
民
間
管
理
委
託
」の

ト
ラ
イ
ア
ル
実
施
が
計
画
さ

れ
ま
し
た
。

こ
の
包
括
的
な
管
理
体
制

へ
の
移
行
に
よ
り
、
限
ら
れ

た
財
源
・
人
員
の
中
で
も
安

定
し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
と
と
も
に
、
民
間
の

ノ
ウ
ハ
ウ
活
用
に
よ
る
事
故

リ
ス
ク
の
抑
制
や
長
期
的
な

ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト
の
最
適
化

を
図
り
、
安
全
・
安
心
な
都

市
空
間
を
維
持
し
て
い
く
方

針
が
示
さ
れ
、
委
員
会
で
そ

の
準
備
に
向
け
た
予
算
案
を

審
査
し
ま
し
た
。

主
な
質
疑

問　
よ
こ
す
か
海
岸
通
り
周

辺
を
ト
ラ
イ
ア
ル
エ
リ
ア
に

選
定
し
た
理
由
は
。

答　
街
路
樹
が
あ
る
大
き
な

道
路
や
細
街
路
と
４
つ
の
公

園
が
あ
り
、
多
く
の
市
民
が

集
ま
る
エ
リ
ア
の
た
め
選
定

し
た
。

問　
受
託
事
業
者
は
ど
の
よ

う
に
決
め
る
の
か
。

答　
ト
ラ
イ
ア
ル
は
随
意
契

約
、
本
格
稼
働
後
は
プ
ロ
ポ

ー
ザ
ル
で
決
定
す
る
。

問　
ど
の
よ
う
な
事
業
者
と

契
約
す
る
の
か
。

答　
防
災
協
定
を
結
ん
で
い

る
組
合
組
織
の
2
団
体
で
Ｊ

Ｖ(

共
同
企
業
体)
を
組
ん
で

い
た
だ
き
契
約
す
る
考
え
。

問　
受
託
事
業
者
に
メ
リ
ッ

ト
は
あ
る
の
か
。

答　
本
格
稼
働
後
は
5
年
程

度
の
複
数
年
契
約
を
考
え
て

い
る
た
め
、
資
機
材
や
人
材

確
保
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

問　
効
率
的
に
進
め
ら
れ
る

の
か
。

答　
業
務
総
括
責
任
者
が
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
し
て
道
路
も

公
園
も
総
括
し
、
事
業
者
に

指
示
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で

効
率
的
に
維
持
管
理
し
て
い

く
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て

い
る
。

問　
予
算
編
成
の
考
え
方
は
。

答　
ト
ラ
イ
ア
ル
エ
リ
ア
の

道
路
の
維
持
管
理
経
費
、
公

園
の
管
理
経
費
の
過
去
５
か

年
の
平
均
値
等
で
算
出
し
た
。

問　
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
。

答　
令
和
8
年
度
か
ら
試
行

的
に
行
い
、
令
和
9
年
度
、

令
和
10
年
度
に
サ
ウ
ン
デ
ィ

ン
グ
調
査
等
を
行
い
、
令
和

11
年
度
か
ら
本
格
稼
働
を
目

指
す
。

が
付
い
て
お
り
、

自
由
に
動
か
し
照

ら
す
こ
と
が
で
き

る
充
電
式
の
も
の

と
な
る
。
ま
た
、

台
車
は
、
運
用
す

る
場
所
が
芝
生
な

の
で
、
通
常
の
台

車
で
は
タ
イ
ヤ
が

芝
生
に
め
り
込
ん

で
し
ま
う
た
め
、

小・中学校において、様々な理由
によって教室で過ごすことが難し
い児童・生徒が、落ち着いて過ご
したり、学習したり、相談したり
することができる、教室とは別の
居場所です。

～サポートルームとは～



令和8年（2026年）5月1日第60号（3）

関東学院大学「地方創生特論（横須賀）」講義の様子

本市議会では令和７年３月に、未来を担う若者支援検討協議会を設置
しました。少子高齢化が急速に進展する本市では、未来を担う若者が活
躍できる地域社会の実現に向けて、若者の声を施策に反映する仕組みづ
くりや、若者の取組を後押しすることが重要です。
そこで本協議会では、「若者が活躍するまちづくり」に向けた必要な取
組について検討を進めています。これまでに、１１回の会議を実施し、関
係部局から本市の若者施策の現状について聴き取りを行うとともに、各
委員間での議論を重ねてまいりました。
また、４月２６日には協議会で検討中の以下の内容に関して、当事者で
ある若者から直接ご意見を伺う意見交換会を開催いたしました。（詳細
は次号にて報告します。）
今後、いただいたご意見を協議会で丁寧に議論し施策につなげてまい
ります。

未来を担う若者支援検討協議会において
若者との意見交換会を実施

本市議会では、平成28年に関東学院大学と包括的パートナーシップ協
定を結びました。議会が政策立案をする際に専門的な知見を得ることや、
インターンシップなどで学生が議会に接する機会を設けることで市政へ
の関心を深めるなど、相互の信頼関係に基づき、密接に連携し、協力を
しています。
令和7年度は本市議会の代表として加藤眞道議長が、関東学院大学横
浜・関内キャンパスにて行われた地方創生シンポジウムにてパネリスト
として登壇したり、関東学院大学の地方創生特論（横須賀）での講義で外
部講師を務めたりと、より深い関係づくりが行われました。本市議会と
しては日頃の取組を知っていただく貴重な機会であると同時に、学生か
らたくさんの刺激をもらい有意義な機会とすることができました。
また、4月26日に開催した意見交換会にも、牧瀬　稔教授をはじめ同
大学の法学部の学生に参加いただき、多くの貴重な若者の意見を聞くこ
とができました。いただいたご意見は、今後、市の取組の参考にさせて
いただきます。
本市議会は、今後も関東学院大学との連携をより一層図ることで、市
民に開かれた議会を目指してまいります。

関東学院大学との包括的 
パートナーシップ協定に基づく取組

●①柔軟かつ責任ある財政運営に向けた決意について
●②外部財源で市民サービス維持・向上を行う考えについて
●③重点支援地方交付金の選択と集中について
●④�キャッシュレス化推進における地域企業との情報�
共有及び民間との連携に向けたビジョンについて
●⑤幼稚園及び保育園の給食費について
●⑥市立横須賀総合高校の今後の在り方について
●⑦健康医療安全保障体制の構築について
●⑧医療人材確保の支援策について
●⑨民生委員の活動や負担増大の現状に対する認識について
●⑩道路公園等の包括的民間委託について
●⑪スポーツ施設における課題や安全性に係る取組について
●⑫まちづくりの観点におけるバスタ追浜への期待について
●⑬うわまち病院跡地の利用計画と上町地区の展望について
●⑭仮称２号突堤の港湾機能に係る計画について
●⑮水道管の更新や修繕、施設の長寿命化について
●⑯�横須賀火力発電所内の市民開放エリアを横須賀の
新たな魅力発信の場として活用することについて
●⑰郷土愛の醸成及び交流人口の増加に向けた取組について
●⑱被災時の海上物資運搬における今後の取組について
●⑲広域連携の必要性や意義に対する認識について
●⑳今後の環境に関する情報発信や教育の方向性について
●㉑�自衛隊員やその家族が安心して生活できるよう、�
市としてさらなる取組を検討することについて

①福祉政策の効果を測る包括的指標について
②中小企業・小規模事業者の賃上げ支援について
③ペロブスカイト次世代太陽電池の活用について
④メタコマースの導入について
⑤大河ドラマ館の設置について
⑥浦賀駅前周辺地区の活性化とモニュメント設置について
⑦RS・HPVワクチン助成などのワクチン政策について
⑧市立小学校給食費の無償化制度について
⑨電子黒板の導入拡大について
⑩配慮が必要な子どもへの支援体制について
⑪FM戦略プランにおける森崎アパートの整備について
⑫町内会・自治会のデジタル化推進について

●①市のビジョンを測定する方法の不在に対する指摘
●②大型再開発における市の責任とビジョンの明確化
●③事業見直し基準の不透明さと優先順位の不明瞭の指摘
●④自然共生型レジャーの充実による子育て・経済振興
●⑤放課後児童クラブの待機児童と大規模化への対策強化
●⑥教職員の働き方改革への検証と実効性の担保
●⑦不登校対策推進室の設置スケジュールと早期対応
●⑧インクルーシブ教育の推進と公設での学習支援
●⑨大規模再生可能エネルギー発電施設の抑制策の推進

①空き貸室を児童・生徒に無料開放することについて
②公共交通計画を策定し実証実験を進めることについて
③市民病院における緩和ケア・看取り病棟の導入について
④退役艦船を活用した自衛隊資料館の誘致・整備について
⑤横須賀基地従業員の雇用と労働環境の改善について
⑥ＪＲ久里浜駅前にある三角地の活用について
⑦久里浜港と仙台港を結ぶフェリー航路の誘致について

●①小中学校の教育環境整備における子どもへの影響
●②高齢難聴者補聴器購入助成が予算化されたことについて
●③中高年シングル女性が抱えている課題に対する支援
●④芸術劇場の魅力向上と古墳を活かしたまちづくり
●⑤旧軍港市転換法を活かしたまちづくりと米軍の交通教育

①助け合いの文化を育む取組について
②筋トレ普及による健康寿命延伸の取組について

●①民間所有地への市の関与原則について
●②首長のガバナンス意識と説明責任について

自由民主党
田辺昭人

公明党
石山　満

一市民
堀りょういち

研政会
工藤昭四郎

日本共産党
ふじそのあき

安川健人

中川さおり

３月定例議会　代表質問・個人質問
発言通告の全文はこちら➡

若者が活躍するまちづくりのため今後市が取り組むべき内容等

若�者の声を聴く、�
若者の声を反映する

●アンケート調査等による情報収集
●若者の意見を聴く会議体の設置
●�審議会等の委員への�
若者の参画促進
●�若者に対しての政治や�
選挙意識の向上

若�者がつながる、�
若者とつながる

●意識やトレンドの情報収集
● SNSを活用した情報発信
●�若者同士や�
異なる世代との交流

若者のチャレンジを応援する
●自主的な活動を行う若者への支援　
●ＵＩＪターン就職に対する支援
●人材の育成・確保を目的とした支援
●市民一人一人が若者の活躍を応援する気運の醸成



よこすか市議会だより令和8年（2026年）5月1日 第60号（4）

「よこすか市議会だより」は75,000部製作し、1部あたりの印刷経費は5.3円（税抜）です。 よこすか市議会だよりは、紙へのリサイクルに適した材料〔Aランク〕のみを用いて製作しています。

令和８年３月定例議会　審議結果 ○＝賛成、×＝反対、－＝欠席

編 集 後 記
いつもご覧いただいている本市議
会だよりですが、次号から大幅にリ
ニューアルとなります。より読みや

賛否が分かれた議案

会派 無会派
自
由
民
主
党

公
明
党

一
市
民

研
政
会

日
本
共
産
党

中
川
さ
お
り

葉
山
な
お
し

ひ
ろ
な
か
信
太
郎

藤
野
英
明

安
川
健
人

14人 ７人 5人 4人 ３人
令和７年度横須賀市下水道事業会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ― ○
横須賀芸術劇場天井改修その他工事請負契約の変更契約締結について ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ― ○
横須賀芸術劇場天井改修その他電気設備工事請負契約の変更契約締結について ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ― ○
令和８年度横須賀市一般会計予算 ○ ○ × ○ × × ○ ○ × ○
令和８年度横須賀市特別会計国民健康保険費予算 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○
令和８年度横須賀市特別会計介護保険費予算 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○
令和８年度横須賀市特別会計後期高齢者医療費予算 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○
令和８年度横須賀市水道事業会計予算 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○
令和８年度横須賀市下水道事業会計予算 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○
令和８年度横須賀市病院事業会計予算 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○
博物館リニューアル事業者選考委員会条例制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○
職員定数条例中改正について ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○
美術館条例中改正について ○ ○ × ○ × × ○ ○ × ○
企業立地等促進条例中改正について ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○
体育会館条例等中改正について ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○
市民活動サポートセンター条例中改正について ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○
横須賀市国民健康保険条例中改正について ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○
児童福祉施設の設備等に関する基準を定める条例等中改正について ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○
病児・病後児保育センター条例中改正について ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○
市立高等学校の教育職員及び市立中学校の任期付教育職員の給与等に関する条例中改正について ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○
都市公園条例等中改正について ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○
水道事業及び公共下水道事業業務委託事業者選定委員会条例中改正について ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × ○
横須賀市水道事業給水条例中改正について ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○
横須賀市下水道条例中改正について ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○
大矢部みどりの公園基盤施設設計建設業務（その１の１）請負契約の締結について ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○
横須賀市議会基本条例等中改正について ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○

※その他議案33件については、全会一致で可決しました。詳細は市議会ホームページにも掲載しておりますので、ご覧ください。
※3月定例議会の議案採決時、公明党の内、二見英一議員（2月27日）及び藤野英明議員（2月27日）は欠席しました。
※議長は、議事を取り仕切る立場から、採決には加わりません。

令和８年６月定例議会の予定
開催日 会　議　名

６月８日（月） 議会運営委員会
６月９日（火） 本会議、予算決算常任委員会（本会議終了後）

６月12日（金）
民生常任委員会（予算決算分科会）
都市整備常任委員会（予算決算分科会）

６月16日（火）
総務常任委員会（予算決算分科会）
教育安全常任委員会（予算決算分科会）

６月19日（金） 特別委員会（設置された場合に開会）
６月23日（火） 予算決算理事会、予算決算常任委員会（11時）
６月25日（木） 議会運営委員会、本会議（14時）
６月10日(水)・15日(月)・17日(水)・22日(月)・24日（水）は予備日です。
インターネットで中継もご覧になれます。（本会議は手話通訳も同時に行っています。）
時間の記載がないものは10時開会。開会日時は変更される場合があります。
傍聴のご案内など最新の状況は市議会ホームページか議事課でご確認ください。

会派所属議員名 令和８年３月25日現在 

会　派

自 由 民 主 党
南まさみ　　　　　青木秀介　　　田辺昭人　　　松岡和行
加藤眞道（議長）　　大野忠之　　　渡辺光一　　　西郷宗範
山本けんじゅ　　　大貫次郎　　　池田徳重　　　髙橋いずみ
泉谷　翔　　　　　海老あやの

公 明 党 土田弘之宣　　　　石山　満　　　関沢敏行　　　本石篤志
二見英一　　　　　川本　伸　　　菅原恵美子

一 市 民 加藤ゆうすけ　　　小林優人　　　竹岡　力　　　天白牧夫
堀りょういち

研 政 会 伊関功滋　　　　　長谷川昇　　　工藤昭四郎　　髙橋英昭

日 本 共 産 党 大村洋子　　　　　井坂　直　　　ふじそのあき

件　名 結　果
イランをめぐる軍事行動の即時停止と外交による平和的解決を求める決議について 可決

（全会一致）

決議

編集：広報広聴会議（◎＝委員長、○＝副委員長）
◎川本　伸／○竹岡　力／髙橋いずみ／大貫次郎／松岡和行／
菅原恵美子（当日欠席）／堀りょういち／髙橋英昭／ふじそのあき／
ひろなか信太郎（オブザーバー）

政策の一体的かつ機動的な推進と市民に分かりやすい体制整備のため、令和８年
度行政組織の改正が行われました。脱炭素・自然環境保全・環境教育など多岐にわ
たる環境政策を俯瞰的かつ戦略的に推進するため経営企画部へ移管するとともに、
これまでの環境部は「資源循環部」へ名称変更します。また、市長室へ広報機能を集
約し、迅速かつ的確な情報発信力を強化します。
この改正に伴い、市議会においても常任委員会の所管を見直し、審査機能の充実
と行政課題への対応力向上を図ります。併せて、各委員会の所管整理により、分野
横断的な課題にも対応しやすい体制とし、市民サービスの向上と効率的な行政運営
の実現を目指します。これらにより、今後の議会審査の充実にもつなげていきます。

常任委員会の所管を変更

すく、より親しみを持っていただけるよう、広報広聴会議で
検討を重ねてまいりました。ぜひご期待ください！

次回 
リニューアル！
乞うご期待！


